
RIETI-TID 入札仕様（案） 

 

はじめに 

｢RIETI-TID｣は、東アジアの製造産業活動を貿易動向から把握する観点から、域内で

貿易取引が活発な産業に焦点を絞りつつ、全ての貿易財を産業毎に生産工程別に整理し

た貿易産業分類表に基づき作成した貿易マトリックスである。これにより三角貿易構造

について、産業別に生産工程間分業の進展を反映した分析を行い、対象国の競合、補完

関係等の動的変化を明らかにすることができるデータベースである。 

 

作業概要 

以下に示す①～③までの作業を行うこととする 

① 2008 年（２年目は 2009 年）のデータ作成を行い、当該データを既存の RIETI-TID の

データに付加(更新)する。 

② 更新後のデータを元に検索システムを付加したデータベースを構築し、これを民間事

業者が直接又は間接に管理するサーバーに保管・維持・管理するとともに、当所ホー

ムページ閲覧者からの検索に供する。 

③ 更新後のデータ、データベース、データベース生成システム(データを作成する際に使

用したプログラムのソースコード)及び検索システム(検索システムのソースコード)を

当研究所に納入する。 

 

１．分類 

１－１．産業の分類 

� 産業については、日本の産業連関表の統合大分類（32 部門）のうち農林水産業、鉱業

を含む製造業の分類を基礎として、13 の産業に整理し、東アジアの工程間分業の進展を

効率的に反映するために、分類上、以下の点について工夫している。 

① 生産工程のうち原料、素材生産に相当する農林水産業、鉱業については、産業連関表

の様に独立した産業として分類せず、それぞれ関連の製造業の川上産業として整理する。

具体的には、「食料品」、「パルプ・紙」については、「農林水産業の関連商品」、また「化

学製品」、「石油・石炭製品」、「窯業・土石製品」、「鉄鋼、非鉄金属、金属製品」につい

ては、「鉱業の関連商品」を含めて分類する。 

別添３ 



② 非鉄金属、金属製品は、生産工程上類似している点が多いと見なせることから、一つ

の分類として整理する。更に、鉄鋼についても、生産工程上の BEC 分類では加工品に

しか分類されないため、同一産業として含まる。 

③ 電気機械については、東アジアの工程間分業の状況を踏まえ、電気機械と家庭用電気

機器とに分けて整理する。 

④ その他の製造工業製品は、雑貨・玩具として整理する。プラスチックについては、産

業連関表の分類上はその他の製造業に含まれているが、生産工程の観点から雑貨・玩具

に入れず化学製品に含める。 

 

１－２ 生産段階別の分類 

13 分野に整理された産業を、更に素材、中間財（加工品、部品）、最終財（資本財、

消費財）の 3 つのカテゴリー（5 つのサブカテゴリー）に分類する。これは、国連の BEC

（Broad Economic Categories）分類を基に、貿易財の生産工程における性質から各産

業の貿易データを 3 つのカテゴリーに集約し、SNA(System of National Account)の基

準により分類するものである表１参照）。 

 
表１ RIETI-TID の産業別生産段階別分類表 

生産段階別
加工品 部品 資本財 消費財

1 2 3 4 5

1 食料品及び関連の農林水産業 ◎ ◎ ◎ ◎

2 繊維製品 ◎ ◎ ◎ ◎

3 パルプ・紙・木製品（含むゴム、皮、油）及び関連の農林水産業 ◎ ◎ ◎ ◎

4 化学製品（プラスチック製品含む） ◎ ◎ ◎

5 石油・石炭製品及び関連の鉱業 ◎ ◎

6 窯業・土石製品及び関連の鉱業 ◎ ◎ ◎

7 鉄鋼、非鉄金属・金属製品及び関連の鉱業 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

8 一般機械 ◎ ◎ ◎ ◎

9 電気機械 ◎ ◎ ◎

10 家庭用電気機器 ◎ ◎ ◎ ◎

11 輸送機械 ◎ ◎ ◎ ◎

12 精密機械 ◎ ◎ ◎ ◎

13 玩具・雑貨 ◎ ◎ ◎ ◎

中間財 最終財

産業別

素材

 

 

１－３ 使用データ 

｢RIETI-TID｣においては、国連 COMTRADE の SITC データを使用する 。SITC は



HS より分類が粗くなるものの、分類上の特徴として、製造に使われた原料、製造段階、

商品の使用、技術的進歩などを反映しているため 、工程間分業を反映する上で望ましい

性質を持っている。国連 COMTRADE は有料となっているため、その利用手続を行うと

ともに、当所からの委託によりデータベースを作成し、それを無償にて当所のＨＰを経

由して RIETI-TID の名称で公表することの了解を得ること。 

また、国連のデータベースは、台湾が含まれないため、台湾のデータに関しては、台

湾の財政部のホームページ(http://eweb.customs.gov.tw/)より対象年・対象の貿易相手国

の HS コードを使用し、SITC に変換する。 

分類の対象とする貿易データは、国連 COMTRADE の SITC (Rev.3)データである。

SITC データを使用する理由は、以下の 3 点が挙げられる。 

�  HS より若干分類が荒くなる（最大 5 桁の分類）ものの、国連加盟国全てに関する

同質で比較可能な貿易データが得られる。 

� HS が導入された 1988 年より古い貿易データが入手出来る（最も古いデータは 1962

年）。 

�  SITC 分類は、製造に使われた原料、製造段階、商品の使用、技術的進歩などを反

映しているため、生産工程の国際的な分業を反映する上で望ましい特徴を有している。 

 

２．RIETI-TID のデータの更新 

２－１ データのダウンロード 

本更新業務では、表２の国を対象に輸入データのダウンロードを行う。また、この対

象国以外の国は、すべて足し合わせて、その他世界｢Rest of the WORLD｣として、デー

タをダウンロードする。 

 (1) UN Comtrade によるダウンロード 

� 国連データに存在しない台湾以外の 57 カ国・地域は、｢UN Comtrade｣より、SITC

コード Rev.3 の 3 桁分類・4 桁分類・5 桁分類のそれぞれの 2008 年(2 年目は 2009

年)の輸入データをダウンロードする（図１参照）。 

 (2) 台湾のデータのダウンロード 

�  UN Comtrade 上にない台湾のデータに関しては、別途、台湾の財政部のホーム

ページ(http://eweb.customs.gov.tw/)より対象年・対象の貿易相手国の HS コードの

輸出・輸入データのダウンロードを行う。（図２参照） 



�  台湾のデータは、SITC コードでの入手ができないため、HS コードでダウンロー

ドした後、SITC に変換する。また、台湾ドルをＵＳドルへ変換する。ここで、輸

出データは FOB(本船渡し価格)で評価されているため、輸入の価格評価 CIF（運賃･

保険料込み価格）に換算するため、もとの数字に 1.1（運賃・保険料率）を乗じて

整理する。 

 
表２ RIETI-TID2008 対象国・地域リスト 

アルゼンチン Argentina   ラトビア Latvia 
オーストラリア Australia   リトアニア Lithuania 
オーストリア Austria   ルクセンブルク Luxembourg 
ベルギー Belgium   マレーシア Malaysia 
ボリビア Bolivia   マルタ Malta 
ブラジル Brazil   メキシコ Mexico 
ブルネイ Brunei Darussalam   オランダ Netherlands 
ブルガリア Bulgaria   ニュージーランド New Zealand 
カンボジア Cambodia   ノルウェー Norway 
カナダ Canada   パラグアイ Paraguay 
チリ Chile   ペルー Peru 
中国 China   フィリピン Philippines 
コロンビア Colombia   ポーランド Poland 
キプロス Cyprus   ポルトガル Portugal 
チェコ Czech Rep.   ルーマニア Romania 
デンマーク Denmark   ロシア Russian Federation 
エクアドル Ecuador   インド India 
エストニア Estonia   シンガポール Singapore 
フィンランド Finland   スロバキア slovakia 
フランス France   ベトナム Viet Nam 
ドイツ Germany   スロベニア Slovenia 
ギリシア Greece   スペイン Spain 
香港 China, Hong Kong SAR   スウェーデン Sweden 
ハンガリー Hungary   タイ Thailand 
インドネシア Indonesia   トルコ Turkey 
アイルランド Ireland  英国 United Kingdom 
イタリア Italy  米国 USA 
日本 Japan  ウルグアイ Uruguay 
韓国 Rep. of Korea  ベネズエラ Venezuela 

注）データの制約上、｢ベルギーとルクセンブルク｣、｢チェコとスロバキア｣はそれぞれ同一国として整理を行う。 

 

 



図１ UN Comtrade のダウンロード 

2)SITＣコード
（3桁・4桁・5桁で設定する。）

3)報告国

（対象国を設定する。）

4)相手国

（貿易相手国を設定する。）

5)対象年
（2006年と設定する。新規追加国は1980

～2006年を設定する）

1)ＳＩＴＣ Rev.3に設定する。

6)輸入のみを選択する。

 

 

２－２ データベースの作成 

 (1) 原データ 

① 前回構築したデータベース原データ（請負先として決定時に、コード対応表等と

ともに当所から提供）に、今回新たにダウンロードしたデータを加えて 13 の産業、

５つの生産段階に分類し、輸入マトリクスの原データを作成する。 

② データは、表 3 の例示で示すように｢period｣、｢Trade Flow｣、｢Reporter｣、

｢Partner｣、｢Commodity Code｣、｢Trade Value｣の 6 つの項目で整理する。 

③ ｢period｣は年代、｢Trade Flow｣は、輸入データであるため全て｢Import｣、

｢Reporter｣は｢Trade Flow｣が｢Import｣であるため輸入国を意味し、｢Partner｣は、

輸出国（輸入元）を意味する。｢Commodity Code｣は、SITC Rev.3 コード番号で、

｢Trade Value｣の単位はＵＳドルである。 

④ 表３のように整理し、SITC rev.3 の分類コードがどの産業のどの生産段階に属す



るかを示す表を統合して、｢RIETI-TID｣で利用する産業別及び産業別生産段階別の

輸入マトリクスとする。 

 
図２ 台湾データのダウンロード画面 

 

 

 

 



表３ ACCESS で整理した場合の RIETI-TID のデータ（例示） 

 

 

⑤ 貿易データは、輸入と輸出があるが、記録時点の差異、輸送途上等の理由の他、

中継貿易、再輸出等の取扱の異なりから、数値に大きな差異を生じることが多い。

そのため、当データベースでは、輸入マトリクスの輸入国と輸入元を表示し直して

輸出マトリクスを作成する。具体的には、「輸入国」⇒「輸出先」、「輸入元」⇒「輸

出国」とする。 

⑥ 上記までで作成できたデータベースの数値が、過去の傾向から妥当なものである

か、整合性の確認をする。具体的には、当該箇所に相当するデータを再ダウンロー

ドして、同値となれば問題なしとする。 

また、各国別に輸出と当該国からの輸入の合計額を計算し、各年の数値と比較を

行い、大きな乖離がないかチェック（いわゆる SUM チェック）を行う。問題があ

ると認められた場合には、適宜データの修正を行う。これは、既述のように、輸出



データは輸入データを反転させて計上していることから、データの確認ではなく、

反転作業の確認作業となる。 

この他、表７に示す地域別集計値を作成する。 

 

 (2) データベースへの展開 

利用者が当所ホームページから使用できるものであれば、データベースの種類、使

用言語は問わない。 

(1)で作成したデータを、データベース上に展開し、検索機能を付ける。検索キーは、

輸出国または地域、輸入国または地域、産業、生産段階、年代（期間）の 5 キーとソ

ート方式の選択である。表記言語は、当所の英文サイトからの検索を考慮して日本語

と英語の双方で表示すること（現行は英文のみ、図３参照）。 

なお、(1) ⑤及び⑥に関しては、データベースへの展開後に行うことも可能とする。 

 

 (3) データベースの公開 

① データベースは、その公開用のサーバも含め、請負者が契約締結期間において自

ら維持・管理を行う。 

② データベースに関する問い合わせ先として別途指示する経済産業研究所担当部署

名をデータベース公開サイト上に掲示する。 

③ 上記経済産業研究所担当部署からデータベース公開に関する技術的な問い合わせ

が回送された場合には、その問い合わせに誠意を持って回答すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



表７ RIETI-TID に含める集計地域の定義 

地域 対象国 
EAST ASIA 
（東アジア＋ASEAN 原 5） 

日本、韓国、中国、香港、台湾、インドネシア、シンガポール、タ
イ、フィリピン、マレーシア 

NAFTA  アメリカ、カナダ、メキシコ 

MERCOSUR アルゼンチン、ブラジル、パラグアイ、ウルグアイ 
EU15 ベルギー、ドイツ、フランス、イタリア、ルクセンブルク、オラン

ダ、デンマーク、イギリス、アイルランド、ギリシア、スペイン、
ポルトガル、オーストリア、フィンランド、スウェーデン 

EU27 
 

ベルギー、ドイツ、フランス、イタリア、ルクセンブルク、オラン
ダ、デンマーク、イギリス、アイルランド、ギリシア、スペイン、
ポルトガル、オーストリア、フィンランド、スウェーデン、キプロ
ス、チェコ、エストニア、ハンガリー、ラトビア、リトアニア、マ
ルタ、ポーランド、スロバキア、スロベニア、ブルガリア、ルーマ
ニア 

ASEAN4 インドネシア、タイ、フィリピン、マレーシア 

ASEAN8 インドネシア、シンガポール、タイ、フィリピン、マレーシア、ブ
ルネイ、ベトナム、カンボジア 

ASEAN8+6 インドネシア、シンガポール、タイ、フィリピン、マレーシア、ブ
ルネイ、ベトナム、カンボジア、オーストラリア、中国、インド、
日本、韓国、ニュージーランド 

この他、Not ASEAN8 、Not EU27 を作成する。これらは、上記対象国以外で構成する。 

 

図３ データベースの検索方法  

①輸出国または地域を
選択します。

②輸入国または地域を
選択します。

③産業を
選択します。

④生産段階を5段階別
または3 段階別

いずれかを選択します。

④年代を
選択します。

⑤必要に応じてソート方法を
選択します。

⑥最後にSearchボタンを
押すと下に結果がでます。

 

※ なお、輸出国・輸入国で検索可能な地域およびその定義は、表７のとおりである。 
現行の HP は、http://www.rieti.go.jp/jp/projects/rieti-tid/である。 

 



参考１ SITC rev.3 と産業別生産段階別の対照表（一部分） 

 

 
参考２ RIETI-TID のデータベースの中身（一部分） 

 

 

 

 

 

 



参考３ 貿易データベース｢RIETI-TID2009｣の概要 

対象国・ 

地域 

【ア  ジ  ア】：日本、中国、香港、台湾、韓国、シンガポール、タイ、マレーシア、インドネシ

ア、フィリピン、ベトナム、ブルネイ、カンボジア、インド 

【北    米】：米国、カナダ、メキシコ 

【欧    州】：英国、ドイツ、フランス、イタリア、スペイン、オランダ、オーストリア、ベルギ

ー、ギリシア、ルクセンブルク、フィンランド、スウェーデン、アイルランド、ポル

トガル、デンマーク、ポーランド、チェコ、スロバキア、ハンガリー、リトアニア、

ラトビア、スロベニア、エストニア、キプロス、マルタ、ルーマニア、ブルガリア、

ロシア、トルコ、ノルウェー 

【南    米】：アルゼンチン、ブラジル、パラグアイ、ウルグアイ、チリ、ベネズエラ、コロンビ

ア、エクアドル、ペルー、ボリビア 

【オセアニア】：オーストラリア、ニュージーランド 

対象年 1980 年～2007 年（ただし国によってデータが存在しない年がある） 

データの 

内容 

国・地域の輸出額・輸入額が、相手国別（グループ・世界合計含む）、産業別(13 分類)、生

産工程別（5 段階）、年別に整理されている。 

留意点 ■原則、輸入データ CIF（運賃･保険料込み）で作成している。 

■各国の台湾からの輸入は、台湾の各国輸出額に 1.1 を乗じて CIF に換算している。

■シンガポールの対インドネシアの 2003 年までの輸入額は公表されていないため、

インドネシアの対シンガポール輸出額は、シンガポールの対インドネシア輸入額と

し、数値に 1.1 を乗じて CIF に換算している。 

■対象国以外の国・地域の合計額を RoW(Rest of the World)とする。 

■世界合計額は、対象国（台湾を含む）と RoW の総和で算出している。 

■データの制約上、ベルギーとルクセンブルク、チェコとスロバキアは、同一国とし

て整理している。 

 

 

 


